
53 アジ研ワールド・トレンドNo.225（2014. 7）

過
去
一
〇
数
年
間
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現

地
発
行
主
要
ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌
に
掲
載
さ

れ
た
環
境
問
題
関
連
記
事
を
拾
っ
て
み
た

と
こ
ろ
、
最
も
記
事
数
が
多
か
っ
た
の
は

森
林
破
壊
に
関
連
す
る
記
事
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
泥
炭
湿
地
林
を
農
地
に
転
換

す
る
過
程
で
生
じ
る
森
林
火
災
、
河
川
の

上
流
地
域
の
別
荘
開
発
が
も
た
ら
す
保
水

林
の
減
少
と
下
流
地
域
の
洪
水
問
題
、
森

林
違
法
伐
採
に
よ
る
丸
太
の
密
輸
と
自
然

環
境
の
劣
化
な
ど
を
扱
っ
た
記
事
で
あ

る
。
一
方
、
現
地
社
会
に
お
い
て
は
、
巨

大
資
本
に
よ
る
森
林
伐
採
が
慣
習
法
と
の

対
立
を
生
み
、
土
地
や
雇
用
を
め
ぐ
る
問

題
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
紛

争
に
触
れ
た
記
事
も
少
な
く
な
い
。
森
林

資
源
を
め
ぐ
る
政
治
家
、
官
僚
、
治
安
当

局
、
企
業
家
、
地
域
住
民
間
の
利
権
構
造

は
複
雑
を
極
め
、
法
律
の
未
整
備
も
加

わ
っ
て
有
効
な
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
世
界
一
と
も
い
わ
れ
る

同
国
の
森
林
減
少
率
の
背
景
に
は
、
多
岐

に
わ
た
る
問
題
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
同
国
の
森
林
破
壊
に
焦
点
を

当
て
た
八
点
の
書
籍
を
、
出
版
年
の
古
い

も
の
か
ら
紹
介
す
る
。

井
上
真
編
・
財
団
法
人
地
球
環
境
戦
略

研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
監
修
「
ア
ジ
ア

に
お
け
る
森
林
の
消
失
と
保
全
」（
中
央

法
規　

二
〇
〇
三
年
）
は
、
森
林
消
失
の

構
造
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
論
と
ロ
ー
カ
ル

な
現
場
の
実
態
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
第
三
部
「
森
林
政
策
の

重
点
課
題
」
で
は
、
全
六
章
の
内
三
章
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
に
割
か
れ
て
お

り
、
他
の
章
で
扱
う
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

事
例
と
の
比
較
も
可
能
で
あ
る
。

井
上
真
著
「
コ
モ
ン
ズ
の
思
想
を
求
め

て　

カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
森
で
考
え
る
」（
岩

波
書
店　

二
〇
〇
四
年
）
は
全
四
章
か
ら

な
り
、
ま
ず
第
一
章
で
熱
帯
林
の
消
失
の

背
景
、
植
林
推
進
が
抱
え
る
問
題
、
地
域

住
民
の
森
林
利
用
・
管
理
へ
の
参
加
の
実

態
を
解
説
す
る
。
残
り
の
三
章
に
お
い
て

は
、
熱
帯
林
保
全
を
考
え
る
際
に
有
効
な

コ
モ
ン
ズ
の
概
念
、
実
態
、
有
効
性
を
概

説
し
、
変
化
の
最
中
に
あ
る
カ
リ
マ
ン
タ

ン
先
住
民
の
動
き
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

新
た
な
「
コ
モ
ン
ズ
の
思
想
」
の
輪
郭
を

描
い
て
い
る
。

岡
本
幸
江
編
集
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
森

は
誰
の
も
の
？　

違
法
伐
採
は
な
ぜ
起
き

る
の
か
」（
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
）　

二
〇

〇
四
年
）
は
、
違
法
伐
採
が
起
こ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
同
国
の
国
内
問
題
に
位
置
づ
け

て
考
察
し
て
い
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
っ
た
小
冊
子
で
、
写
真
や
図
表
を
駆
使

し
て
違
法
伐
採
と
森
林
管
理
の
あ
り
方
に

関
し
て
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。

環
境
問
題
、
と
く
に
森
林
問
題
に
関
心

を
持
つ
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
著
し

た
内
田
道
雄
著
「
消
え
る
森
の
謎
を
追
う

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
消
え
ゆ
く
森
を
訪
ね

て
」（
創
栄
出
版　

二
〇
〇
五
年
）
は
、「
森

林
火
災
」、「
油
ヤ
シ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」、「
違
法
伐
採
」、「
紙
の
た
め
に
消
え

る
森
」
の
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
統
計

や
写
真
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
カ
リ
マ
ン

タ
ン
島
や
ス
マ
ト
ラ
島
の
森
林
消
失
の
実

態
を
生
き
生
き
と
描
写
し
て
い
る
。　

植
物
栄
養
学
、
環
境
気
候
学
、
生
物
地

理
学
な
ど
多
様
な
専
門
分
野
を
持
つ
五
人

の
研
究
者
が
共
同
執
筆
し
た
大
崎
満
・
岩

熊
敏
夫
編
「
ボ
ル
ネ
オ　

燃
え
る
大
地
か

ら
水
の
森
へ
」（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
八

年
）
は
、
中
部
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
熱
帯

泥
炭
地
域
で
表
層
と
下
層
の
二
種
類
の
火

災
が
発
生
す
る
仕
組
み
を
詳
し
く
解
説
す

る
。
最
終
章
で
は
、
巨
大
な
二
酸
化
炭
素

排
出
源
と
化
し
た
同
州
の
泥
炭
湿
地
林
に

お
い
て
、
生
態
系
の
再
生
を
可
能
に
す
る

戦
略
を
提
言
し
て
い
る
。

熱
帯
林
保
護
地
域
で
あ
る
国
立
公
園
を

対
象
に
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果

と
し
て
は
、
原
田
一
宏
著
「
熱
帯
林
の
紛

争
管
理　

保
護
と
利
用
の
対
立
を
超
え

て
」（
原
人
舎　

二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。

森
林
破
壊
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
い
え
る
保

護
地
域
は
、
自
然
と
人
間
と
の
良
好
な
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

著
者
は
紛
争
管
理
論
を
研
究
枠
組
み
に
使

用
し
、
ジ
ャ
ワ
の
国
立
公
園
の
資
源
を
め

ぐ
る
地
域
住
民
・
政
府
間
の
対
立
の
構
図

を
明
ら
か
に
す
る
。

増
田
和
也
著
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

森
の

暮
ら
し
と
開
発　

土
地
を
め
ぐ
る
〈
つ
な

が
り
〉と〈
せ
め
ぎ
あ
い
〉の
社
会
史
」（
明

石
書
店　

二
〇
一
二
年
）
は
、
国
家
に
よ

る
空
間
再
編
と
在
地
の
領
有
性
の
せ
め
ぎ

あ
い
を
分
析
し
た
研
究
成
果
で
あ
る
。
国

家
成
立
以
前
か
ら
代
々
伝
わ
る
森
林
を
利

用
す
る
農
民
た
ち
を
脇
目
に
見
な
が
ら
、

一
方
的
に
森
林
を
伐
採
し
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

農
園
の
開
発
を
進
め
る
政
府
と
企
業
体
。

そ
の
二
者
に
対
し
、
土
地
を
失
っ
た
地
域

の
農
民
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
在
地
の
論

理
を
組
み
替
え
て
自
ら
の
生
活
を
成
り
立

た
せ
て
き
た
の
か
。
社
会
環
境
の
変
化
に

立
ち
向
か
う
農
民
の
姿
が
活
写
さ
れ
た
一

冊
で
あ
る
。

最
後
に
紹
介
す
る
川
井
秀
一
・
水
野
広

祐
・
藤
田
素
子
編
「
熱
帯
バ
イ
オ
マ
ス
社

会
の
再
生　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
泥
炭
湿
地

か
ら
」（
京
都
大
学
学
術
出
版
会　

二
〇

一
二
年
）
は
、
全
三
編
一
六
章
か
ら
な
る

論
文
集
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
を
持

つ
研
究
者
一
四
名
が
執
筆
し
て
い
る
。
過

去
二
五
年
間
で
五
七
％
も
減
少
し
た
ス
マ

ト
ラ
・
リ
ア
ウ
州
の
泥
炭
湿
地
林
の
歴

史
、
生
態
、
修
復
に
焦
点
を
当
て
、
一
貫

し
た
独
自
の
視
点
に
立
っ
て
熱
帯
バ
イ
オ

マ
ス
社
会
の
再
生
の
可
能
性
を
展
望
し
て

い
る
。

（
た
か
は
し　

む
ね
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

図
書
館
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
森
林
破
壊
を
知
る

高
橋  

宗
生


